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医
院
増
税
許
さ
ず
経
営
守
る

⑤⑤

選
挙
後
の
情
勢
と

選
挙
後
の
情
勢
と

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

運
動
の
ポ
イ
ン
ト

冨
本
昌
之
経
税
部
長

　

今
回
の
選
挙
で
は
民
主
、

自
民
の
両
党
が
い
ず
れ
も
消

費
税
増
税
を
公
約
に
掲
げ
、

最
大
の
争
点
と
な
っ
た
。
結

果
は
両
党
が
と
も
に
票
を
大

幅
に
減
ら
し
た
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
消
費
税

増
税
に
反
対
の
民
意
が
示
さ

れ
た
。
し
か
し
、
選
挙
後
も

菅
首
相
は
財
界
や
マ
ス
コ
ミ

の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
法
人

丁
寧
に
答
え
た
。

　

ま
た
、
事
前
に
マ
ニ
キ
ュ

ア
を
塗
っ
た
顎
模
型
を
用
い

て
、
ス
ケ
ー
ラ
ー
の
正
し
い

動
か
し
方
を
理
解
し
、
コ
ツ

を
習
得
で
き
る
実
習
と
な
っ

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
シ
ャ

ー
プ
ニ
ン
グ
の
正
し
い
角
度

が
わ
か
っ
た
」「
学
校
で
は

実
習
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の

で
、
個
別
で
ス
ケ
ー
ラ
ー
の

把
持
の
仕
方
を
正
し
て
も
ら

え
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、
好
評
だ
っ

た
。

法
的
知
識
学
び
毅
然
と
対
応
を

最
近
の
税
務
調
査
の
傾
向
を
解
説

「税務調査での書類の持ち帰りやコピーは、税法
上の質問検査権を逸脱した行為」と説明する疋田
氏＝８月28日、保険医会館　　　　　　　　　　

た
。

　

福
池
氏
は
、
ス
ケ
ー
ラ
ー

と
ス
ト
ー
ン
の
特
徴
や
研
ぐ

角
度
・
箇
所
、
動
か
し
方
な

ど
の
ポ
イ
ン
ト
や
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
の
基
本
に
つ
い
て
解
説

し
た
。
正
し
い
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
・
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、

患
者
の
歯
肉
を
傷
つ
け
ず
、

痛
み
を
与
え
な
い
こ
と
に
繋

が
る
な
ど
重
要
性
を
説
明
し

た
。

　

参
加
者
に
は
日
常
診
療
で

の
疑
問
や
不
安
に
つ
い
て
、

各
自
が
普
段
か
ら
使
用
し
て

い
る
ス
ケ
ー
ラ
ー
と
ス
ト
ー

ン
を
用
い
て
、
一
つ
ひ
と
つ

て
い
な
い
職
員
が
増
加
し
て

い
る
と
指
摘
。
実
際
に
あ
っ

た
事
例
と
し
て
、
身
に
覚
え

の
な
い
預
金
を
指
摘
さ
れ
た

が
、
同
姓
同
名
の
別
人
が
高

額
預
金
を
し
た
こ
と
が
判
明

し
、
調
査
が
打
ち
切
り
と
な

っ
た
事
件
ま
で
起
き
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。

権
が
あ
る―

―

な
ど
、
納
税

者
の
権
利
を
解
説
し
た
。

　

疋
田
氏
は
、
近
年
の
特
徴

と
し
て
、
税
務
行
政
の
指
針

で
あ
る
「
税
務
運
営
方
針
」

を
税
務
署
職
員
が
携
帯
し
な

く
な
っ
て
い
る
と
語
り
、
質

問
検
査
権
や
納
税
者
の
自
主

申
告
制
度
に
つ
い
て
把
握
し

類
の
持
ち
帰
り
や
コ
ピ
ー

は
、
質
問
検
査
権
を
逸
脱
し

た
行
為
③
調
査
日
程
の
変
更

係
わ
る
税
法
上
の
質
問
検
査

権
は
、「
犯
罪
捜
査
の
た
め

に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し

て
は
な
ら
な
い
」
と
所
得
税

法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
書

　

協
会
経
税
部
は
、「
ど
ん

と
来
い
税
務
署　

最
近
の
税

務
調
査
の
動
向
と
傾
向
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
医
科
協

会
と
共
催
で
８
月
28
日
に
開

き
、
24
人
が
参
加
し
た
。
講

師
の
疋
田
英
司
氏
（
顧
問
税

理
士
団
、
税
理
士
法
人
京
阪

総
合
会
計
事
務
所
）
は
、
最

近
で
は
本
人
の
承
諾
を
得
ず

に
銀
行
や
百
貨
店
、
ス
ー
パ

ー
に
ま
で
半
面
調
査
を
す
る

傾
向
が
あ
る
と
説
明
。
注
意

喚
起
す
る
と
と
も
に
、
法
的

知
識
を
学
び
、
毅
然
と
対
応

す
る
こ
と
が
重
要
と
強
調
し

た
。

　

税
務
調
査
に
臨
む
心
構
え

と
し
て
「
憲
法
や
税
法
を
お

さ
え
て
お
く
こ
と
が
重
要

だ
」
と
述
べ
た
上
で
、
①
憲

法
の
成
り
立
ち
か
ら
い
っ

て
、
納
税
の
義
務
は
国
民
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
国
民
が
自
ら
宣
言
し
た

も
の
②
税
務
調
査
と
密
接
に

　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部

は
、
歯
科
衛
生
士
を
対
象
と

し
た
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ャ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
８

月
29
日
、
保
険
医
会
館
で
開

き
17
人
が
参
加
し
た
。
講
師

は
、
同
部
の
福
池
久
恵
氏
ら

歯
科
衛
生
士
３
人
が
務
め

　

Ｑ
Ｏ
Ｌ
高
め
る
訪
問
歯
科

　

北
河
内
地
区
は
７
月
31

日
、
吉
田
春
陽
氏
（
守
口
市

開
業
）
を
招
き
、講
習
会「
要

介
護
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
訪
問
口

腔
ケ
ア
」
を
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
で

開
き
、
歯
科
医
師
ら
50
人
が

参
加
し
た
。

　

吉
田
氏
は
、
治
療
は
成
功

し
て
も
、
治
療
に
伴
っ
て
生

じ
た
障
害
（
運
動
、視
力
、食

事
、排
泄
）
で
、患
者
が
理
想

と
す
る
生
き
方
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
、
ケ

ア
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　
〝
ケ
ア
の
視
点
〞で
訪
問
歯

科
を
見
つ
め
直
す
に
は
、
対

象
者
を「
寝
た
き
り
の
老
人
」

で
は
な
く「
生
活
障
害
者
」と

捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ

た
吉
田
氏
は
、
生
活
行
動
の

援
助
を
目
的
と
し
て
で
き
る

こ
と
は
多
数
あ
る
と
語
っ
た
。

　

自
立
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
の
視

点
に
立
っ
た
訪
問
口
腔
ケ
ア

の
あ
り
方
を
①
食
生
活
の
維

持
、
改
善
に
関
わ
る
ケ
ア
②

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
に
関
わ
る
ケ
ア
③
狭
義
の

口
腔
ケ
ア
で
あ
る
口
腔
内
の

保
持―

―

と
説
明
。
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
い
か
に
訪
問

口
腔
ケ
ア
と
結
び
つ
く
か
事

例
を
紹
介
し
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
い

た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
と
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
が
必
要

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

 

（
枚
方
市
・
西
田
和
彦
）

　

実
習
で
患
者
応
対
学
ぶ

　

「
洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ

ナ
ー
」
講
座
を
５
日
、
Ｏ
Ｍ

Ｍ
ビ
ル
（
天
満
橋
）で
開
き
、

歯
科
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
ら
19

人
が
参
加
し
た
。講
師
は
西

出
知
子
氏（
接
遇
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）。

　

講
座
で
は
、
身
だ
し
な
み

や
あ
い
さ
つ
、
電
話
対
応
、

敬
語
の
使
い
方
な
ど
、
実
習

形
式
で
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

受
講
者
か
ら
は
「
患
者
さ
ん

に
感
動
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

税
率
引
き
下
げ
と

消
費
税
率
の
引
き

上
げ
を
公
言
し
て

い
る
。

　

消
費
税
は
非
課

税
と
さ
れ
て
い
る
公
的
医
療

保
険
中
心
の
歯
科
医
療
機
関

に
と
っ
て
、
患
者
に
消
費
税

を
転
嫁
で
き
ず
、
材
料
等
の

仕
入
れ
の
購
入
に
含
ま
れ
る

消
費
税
は
医
院
の
持
ち
出
し

（
損
税
）
に
な
っ
て
い
る
。

税
免
税
事
業
者
で
は
、
現
状

の
５
％
で
年
間
約
67
万
円
の

損
税
を
負
担
し
て
い
る
。
10

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
、

約
１
３
３
万
円
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

患
者
の
負
担
を
伴
わ
ず
損

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
額
の
損
税

を
生
む
。

　

２
０
０
７
年
医
療
経
済
実

態
調
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
試

算
す
る
と
、
自
費
診
療
所
得

１
０
０
０
万
円
未
満
の
消
費

税
を
完
全
解
消
す
る
た
め
に

は
、
消
費
税
を
廃
止
す
る
こ

と
が
最
も
好
ま
し
い
の
だ

が
、
当
面
は
現
状
の
非
課
税

扱
い
を
免
税
に
変
更
し
、
仕

入
れ
に
か
か
っ
た
消
費
税
を

還
付
す
る
「
ゼ
ロ
税
率
」
を

早
急
に
実
現
す
る
こ
と
が
不

可
欠
の
課
題
だ
ろ
う
。

　

消
費
税
と
と
も
に
歯
科
医

に
と
っ
て
重
要
な
の
が
、
今

年
の
税
制
改
正
大
綱
で
「
税

制
に
お
け
る
既
得
権
益
を
一

掃
し
、
租
税
特
別
措
置
を
ゼ

非
課
税
措
置
の
歴
史
的
経
過

を
無
視
し
、
診
療
報
酬
の
適

正
化
の
議
論
を
置
き
去
り
に

し
た
ま
ま
見
直
し
の
対
象
と

し
て
い
る
。
保
険
医
の
公
益

的
性
格
、
保
険
医
療
の
公
共

性
を
政
府
が
ど
の
よ
う
に
捉

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直
し
」と

明
記
さ
れ
た
、保
険
診
療
所

得
に
係
る
概
算
経
費
率
（
４

段
階
税
制
）
と
事
業
税
非
課

税
措
置
廃
止
の
問
題
だ
。

　

民
主
党
政
権
は
、
医
療
に

係
る
措
置
法
条
項
と
事
業
税

え
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
。

実
際
、
措
置
法
条
項
が
撤
廃

さ
れ
れ
ば
平
均
約
38
万
円
、

事
業
税
非
課
税
措
置
廃
止
で

さ
ら
に
平
均
約
53
万
円
の
増

税
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
税
制

改
悪
が
す
す
め
ば
、
消
費
税

損
税
と
合
わ
せ
所
得
税
・
地

方
税
で
年
間
２
２
４
万
円
の

負
担
を
強
い
ら
れ
る
。
ま
さ

に
〝
歯
科
医
療
崩
壊
〞
が
加

速
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

地
域
医
療
を
支
え
る
私
た

ち
が
充
実
し
た
歯
科
医
療
を

継
続
す
る
た
め
に
は
、
医
業

の
公
共
性
を
患
者
・
国
民
に

訴
え
、
大
き
な
世
論
に
し
て

い
く
運
動
が
今
求
め
ら
れ
て

い
る
。 

（
終
わ
り
）

税務調査

歯科臨床・
学術学会部

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
開
く

把
持
や
動
作
の
コ
ツ
習
得

北河内地区

講
習
会
旺
盛
に

接
遇
・
マ
ナ
ー

訪
問
口
腔
ケ
ア

スケーラーの正しい動かし
方を練習する参加者＝８月
29日、保険医会館　　　　

経税部


